
                              

                              

                              

鳥
瞰
図 

 

鳥
瞰
図
と
は
、
「
地
表
面
を
上
空
か
ら

斜
め
に
見
下
ろ
し
た
よ
う
す
を
図
に
描
い

た
も
の
」（
『
日
本
大
百
科
全
書
』）
で
、

絵
画
的
で
見
た
目
に
も
美
し
い
図
で
す
。

そ
の
源
流
は
江
戸
時
代
の
旅
案
内
・
道
中

案
内
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

大
正
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
の
鉄
道

旅
行
ブ
ー
ム
の
頃
か
ら
吉
田
初
三
郎
ら
商

業
画
家
が
多
く
の
作
品
を
制
作
し
ま
し
た
。

景
勝
地
・
寺
社
・
公
園
な
ど
当
時
の
観
光

名
所
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

『Kobe
 

bird's  
eye

 
view

』
は
、

昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）
頃
の
神
戸
市

を
中
心
に
、
大
阪
か
ら
姫
路
ま
で
を
山
側

か
ら
見
下
ろ
し
た
鳥
瞰
図
で
す
。
英
語
の

表
記
や
裏
面
に
英
文
の
市
内
案
内
が
あ
る

こ
と
か
ら
外
国
人
向
け
に
神
戸
市
を
紹
介

す
る
た
め
作
ら
れ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。 

現
代
の
神
戸
を
緻
密
に
描
い
た
鳥
瞰
図

も
あ
り
ま
す
。
『
神
戸
絵
図
』
（
石
原
正

著
）
で
は
、
一
九
八
一
年
当
時
の
神
戸
が

建
物
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
ま
で
細
か
く
描
か

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
作
風
に
影
響
を
受
け

た
『
港
町
神
戸
鳥
瞰
図
』
（
青
山
大
介

著
）
が
昨
年
発
行
さ
れ
ま
し
た
。 

鳥
瞰
図
は
、
神
戸
の
名
所
旧
跡
を
鳥
に

な
っ
て
上
空
か
ら
眺
め
て
み
た
い
と
い
う

夢
を
か
な
え
て
く
れ
ま
す
。 

－神戸ふるさと文庫だより－ 

『Kobe bird's eye view』Municipality of Kobe（部分） 

ＫＯＢＥの本棚 
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－神戸ふるさと文庫だより－ 

http://opac.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT:6000133035&pvolid=PV:0000698242&type=CtlgBook&opt=
http://opac.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT:7000045046&pvolid=PV:0000676929&type=CtlgBook&opt=
http://opac.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT:7200135495&pvolid=PV:7200315867&type=CtlgBook&opt=


－新しく入った本－ 

神
戸
街
角
今
昔 

兼
先
勤
（
神
戸
新
聞
総

合
出
版
セ
ン
タ
ー
） 

 

神
戸
市
の
タ
ウ
ン
誌
「
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ

グ
ー
」
に
二
〇
〇
八
年
四
月
か
ら
二
〇

一
二
年
六
月
ま
で
連
載
さ
れ
た
「
街
角

今
昔
」
を
ま
と
め
た
も
の
。
五
年
分
計

五
十
一
回
の
連
載
に
加
筆
修
正
。
単
行

本
化
に
当
た
り
未
発
表
の
写
真
な
ど
も

数
多
く
加
え
ら
れ
て
い
る
。 

中
央
区
を
中
心
に
灘
区
か
ら
垂
水
区

ま
で
の
貴
重
な
写
真
が
解
説
と
と
も
に

見
開
き
で
紹
介
さ
れ
る
。 

鉄
道
好
き
な
著
者
ら
し
く
、
神
戸
の

市
電
や
阪
神
大
水
害
当
時
の
駅
舎
な
ど

鉄
道
関
係
の
写
真
が
充
実
す
る
が
、
鉄

道
以
外
に
も
聚
楽
館
な
ど
昭
和
の
神
戸

の
様
子
を
知
る
の
に
も
役
立
つ
。 

 

大
番
頭 

金
子
直
吉 

鍋
島
高
明
（
高
知

新
聞
社
） 

か
つ
て
神
戸
に
世
界
的
な
総
合
商
社 

が
あ
っ
た
。
玉
岡
か
お
る
の
小
説
『
お

家
さ
ん
』
で
も
知
ら
れ
る
「
鈴
木
商

店
」
で
あ
る
。
番
頭
と
し
て
手
腕
を
ふ

る
っ
た
の
が
高
知
県
出
身
の
金
子
直
吉
。

天
賦
の
商
才
を
発
揮
し
、
「
怪
物
」
と

称
さ
れ
た
直
吉
の
人
生
が
描
か
れ
る
。 

平
成
二
四
年
に
高
知
新
聞
に
連
載
さ

れ
た
も
の
に
加
筆
修
正
し
、
取
材
余
話

を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。 

            
中
内
㓛
の
か
ば
ん
持
ち
―
昭
和
の
カ
リ
ス

マ
と
呼
ば
れ
た
男 

恩
地
祥
光
（
プ
レ
ジ

デ
ン
ト
社
） 

ダ
イ
エ
ー
中
内
㓛
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
秘
書
、

か
ば
ん
持
ち
と
し
て
最
も
間
近
で
仕
え

た
著
者
が
「
中
内
さ
ん
と
は
、
こ
ん
な

経
営
者
だ
っ
た
の
か
」
と
読
者
に
思
い

起
こ
さ
せ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
す
る
。 

後
半
で
は
筆
者
が
経
営
企
画
本
部
長

と
し
て
関
わ
っ
た
、
リ
ク
ル
ー
ト
や
ア

ラ
モ
ア
ナ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
買

収
な
ど
大
型
Ｍ
＆
Ａ
案
件
や
ド
ー
ム
球

場
建
設
の
イ
ン
サ
イ
ド
ス
ト
ー
リ
ー
が

綴
ら
れ
る
。
中
内
氏
が
「
ビ
ジ
ネ
ス
マ

ン
と
し
て
最
も
大
切
な
特
質
」
と
し
た

の
は
「
オ
ネ
ス
ト
」
。
学
歴
問
題
や
幹

部
の
収
賄
発
覚
に
対
し
、
「
正
直
さ
」

で
向
か
い
合
っ
た
逸
話
が
印
象
に
残
る
。 

探
偵
小
説
の
街
・
神
戸 

野
村
恒
彦
（
エ

レ
ガ
ン
ト
ラ
イ
フ
） 

神
戸
で
は
、
横
溝
正
史
な
ど
探
偵
小

説
に
ゆ
か
り
の
あ
る
人
物
が
多
く
生
ま

れ
た
。
戦
後
、
神
戸
で
結
成
さ
れ
た

「
関
西
探
偵
作
家
ク
ラ
ブ
」
で
は
、
探

偵
小
説
の
翻
訳
で
知
ら
れ
る
西
田
政
治

ら
が
活
発
に
創
作
活
動
を
行
っ
た
。 

 
 

探
偵
小
説
を
こ
よ
な
く
愛
す
る
著
者

が
、
多
く
の
資
料
に
基
づ
き
神
戸
に
関

わ
る
作
家
と
、
神
戸
を
舞
台
と
す
る
ミ

ス
テ
リ
ー
作
品
を
紹
介
す
る
。 

 

古
地
図
で
見
る
神
戸
―
昔
の
風
景
と
地
名

散
歩 

大
国
正
美
（
神
戸
新
聞
総
合
出
版

セ
ン
タ
ー
） 

 
 

近
世
や
明
治
初
期
に
描
か
れ
た
神
戸

の
絵
図
や
古
地
図
の
数
々
を
紹
介
す
る

一
冊
。
そ
の
範
囲
は
東
は
深
江
か
ら
西

は
舞
子
、
北
は
有
馬
や
岡
場
ま
で
を
取

り
上
げ
て
い
る
。 

江
戸
時
代
に
あ
っ
た
生
田
神
社
か
ら

海
岸
ま
で
の
桜
並
木
の
参
道
、
処
女
塚

の
様
子
、
開
港
前
後
の
神
戸
の
町
並
み

な
ど
、
絵
図
な
ど
の
記
載
か
ら
当
時
の

各
地
の
様
子
を
読
み
取
り
、
紹
介
す
る
。

ま
た
、
現
在
と
比
較
し
、
今
も
地
名
に

残
る
社
寺
や
た
め
池
の
名
称
な
ど
も
豊

富
な
図
版
を
交
え
て
説
明
さ
れ
、
興
味

深
い
。 

                  

カ
メ
ラ
が
撮
ら
え
た
兵
庫
県
の
昭
和 

『
歴
史
読
本
』
編
集
部
編
（
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ

Ａ
Ｗ
Ａ
） 

「
昭
和
３
年
の
生
野
鉱
山
」
「
昭
和

２０
年
の
神
戸
空
襲
」
か
ら
「
昭
和
６３

年
の
三
宮
セ
ン
タ
ー
街
の
ア
ー
ケ
ー

ド
」
ま
で
一
頁
に
一
枚
ず
つ
、
時
代
順

に
集
積
さ
れ
た
写
真
集
。 

新
聞
社
、
図
書
館
な
ど
の
提
供
す
る

写
真
の
大
半
は
神
戸
市
、
次
い
で
西
宮

市
、
姫
路
市
が
占
め
、
簡
潔
な
説
明
文

と
と
も
に
貴
重
な
記
録
と
な
っ
て
い
る
。 

http://opac.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT:7200145554&pvolid=PV:7200354195&type=CtlgBook&opt=
http://opac.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT:7200145914&pvolid=PV:7200355136&type=CtlgBook&opt=
http://opac.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT:7200141599&pvolid=PV:7200344226&type=CtlgBook&opt=
http://opac.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT:7200144081&pvolid=PV:7200349221&type=CtlgBook&opt=
http://opac.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT:7200147839&pvolid=PV:7200361029&type=CtlgBook&opt=
http://opac.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT:7200145760&pvolid=PV:7200355256&type=CtlgBook&opt=


－新しく入った本－ 
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外
国
人
居
留
地
と
神
戸 

神
戸
開
港
１
５
０

年
に
よ
せ
て 

田
井
玲
子
（
神
戸
新
聞
総

合
出
版
セ
ン
タ
ー
） 

兵
庫
開
港
後
、
外
国
人
居
留
地
は
西

洋
文
化
摂
取
の
拠
点
と
な
り
、
そ
の
影

響
は
現
在
の
神
戸
に
も
色
濃
く
残
る
。 

本
書
で
は
、
居
留
地
、
雑
居
地
の
歴

史
、
文
化
、
そ
こ
で
活
躍
し
た
外
国
人

た
ち
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
居
留
地
の
全

て
が
余
す
と
こ
ろ
な
く
紹
介
さ
れ
る
。 

当
時
の
景
観
や
、
生
活
ぶ
り
が
わ
か

る
写
真
、
絵
地
図
、
錦
絵
な
ど
の
資
料

が
豊
富
で
、
視
覚
的
に
も
理
解
し
や
す

い
よ
う
構
成
さ
れ
て
い
る
。 

        

神
戸
の
住
宅
地
物
語 

 

大
海
一
雄
（
神

戸
新
聞
総
合
出
版
セ
ン
タ
ー
） 

 
 

西
神
中
央
、
鈴
蘭
台
、
六
甲
ア
イ
ラ

ン
ド
な
ど
、
団
地
や
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
と

も
呼
ば
れ
る
多
く
の
住
宅
地
を
持
つ
神

戸
市
。
そ
れ
ら
郊
外
住
宅
地
に
は
神
戸

市
人
口
の
三
分
の
一
が
住
む
と
い
う
。 

 
 

神
戸
市
は
山
と
海
に
挟
ま
れ
、
手
狭

な
旧
市
域
へ
集
中
す
る
人
口
を
分
散
さ

せ
る
た
め
、
近
隣
町
村
と
の
合
併
を
繰

り
返
し
、
住
宅
地
開
発
を
続
け
て
き
た
。

本
書
で
は
そ
の
歴
史
を
概
観
す
る
。
箱

木
の
千
年
家
や
北
野
の
異
人
館
街
な
ど

歴
史
あ
る
ト
ピ
ッ
ク
か
ら
語
り
起
こ
し
、

町
村
合
併
だ
け
で
な
く
、
阪
神
大
水
害

や
戦
災
、
震
災
か
ら
の
復
興
を
経
て
現

在
に
至
る
経
緯
を
興
味
深
く
知
る
こ
と

が
で
き
る
。 

 

夢
の
病
院
を
つ
く
ろ
う 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
チ
ャ

イ
ル
ド
・
ケ
モ
・
ハ
ウ
ス  (

ポ
プ
ラ
社) 

二
〇
一
三
年
、
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド

に
、
小
児
が
ん
専
門
の
治
療
施
設
が
誕

生
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
小
児
が
ん
患
者

は
長
期
間
、
痛
み
や
抗
が
ん
剤
の
副
作

用
と
闘
っ
て
き
た
。
こ
の
施
設
は
患
者

も
家
族
も
医
療
関
係
者
も
快
適
に
、
が

コ
ン
セ
プ
ト
。
施
設
実
現
に
携
わ
っ
た

多
く
の
人
の
熱
い
思
い
が
伝
わ
っ
て
く

る
。 

〓
そ
の
他
の
新
刊
〓 

高
階
杞
一
論 

詩
の
未
来
へ 

山
田
兼
士 

（
澪
標
） 

生
あ
る
か
ぎ
り
言
葉
を
集
め
―
神
戸
、
こ

の
街
で 

安
水
稔
和
（
神
戸
新
聞
総
合
出

版
セ
ン
タ
ー
） 

            

  

           

真
の
エ
リ
ー
ト
を
育
て
る
灘
・
開
成
の
教

育 

朝
日
小
学
生
新
聞
編
集
部
編
（
朝
日

学
生
新
聞
社
） 

新
兵
庫
史
を
歩
く
２ 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
神
戸
放
送

局
編
（
神
戸
新
聞
総
合
出
版
セ
ン
タ
ー
） 

書庫探訪 その32 

『兵庫縣廰より英国領事宛通牒集』 

 

 慶応３年１２月２３日から明治６年１０月２８日までの兵庫県庁や裁判所など

から英国領事や代理副領事宛てに送られた約千通の手書き書翰集。内容は、挨拶

状や各種の通知のほか英国人と日本人の法的紛争に関するものです。文書の送付

者には初代県知事の伊藤俊輔（博文）や陸奥陽之助（宗光）の名前もあります。 
兵庫開港にともない居留地を設置することになりますが、文書の中には、慶応

４年７月２９日（１８６８年９月１５日）に居留地を競売するという公告があり

ます。 
当時外国人に関する事件は、領事館で裁判を行う領事裁判制がとられていまし

たが、日本人が被害者や債権者である場合、英国領事の適正な処理を要求する文

書を出しています。逆に日本人が加害者で、領事館からの申し入れに回答したも

のもあります。開港当時の様子や外国人との間にどのような紛争があったのかな

どを具体的に知ることができる資料の一つです。 

http://opac.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT:7200147607&pvolid=PV:7200359428&type=CtlgBook&opt=
http://opac.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT:7200144148&pvolid=PV:7200345646&type=CtlgBook&opt=
http://opac.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT:7200145774&pvolid=PV:7200355508&type=CtlgBook&opt=
http://opac.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT:7200145630&pvolid=PV:7200355183&type=CtlgBook&opt=
http://opac.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT:7200146468&pvolid=PV:7200359429&type=CtlgBook&opt=
http://opac.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT:7200146228&pvolid=PV:7200359522&type=CtlgBook&opt=
http://opac.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT:7200014662&pvolid=PV:7200363260&type=CtlgBook&opt=
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ラ
ン
ダ
ム
・
ウ
ォ
ー
ク
・ 

イ
ン
・
コ
ウ
ベ
76 

 
須
磨
の
お
屋
敷
町 

 
 

今
年
二
月
に
ピ
ッ
コ
ロ
劇
団
で
舞
台
化
、

つ
づ
い
て
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
化
も
さ
れ
る
玉

岡
か
お
る
原
作
『
お
家
さ
ん
』
の
主
人
公

は
鈴
木
商
店
店
主
の
鈴
木
よ
ね
。
大
正
七

年
に
起
き
た
米
騒
動
・
鈴
木
商
店
の
焼
き

討
ち
事
件
は
学
校
で
習
っ
た
と
い
う
人
も

多
い
と
思
い
ま
す
。 

鈴
木
商
店
の
本
店
が
あ
っ
た
の
は
現
在

の
中
央
区
相
生
町
で
す
が
、
こ
こ
が
焼
打

ち
に
遭
っ
た
の
は
、
あ
く
ど
い
商
売
が

人
々
の
反
感
を
買
っ
た
た
め
と
言
わ
れ
て

き
ま
し
た
。
し
か
し
、
実
際
は
マ
ス
コ
ミ

に
よ
る
情
報
操
作
に
惑
わ
さ
れ
た
人
々
に

よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
事
件
で
あ
っ
た

こ
と
を
城
山
三
郎
が
地
道
な
取
材
に
よ
り
、

小
説
『
鼠
―
鈴
木
商
店
焼
打
ち
―
』
で
明

ら
か
に
し
て
い
ま
す
。 

鈴
木
商
店
の
主
で
あ
っ
た
鈴
木
よ
ね
の

邸
宅
は
須
磨
区
若
木
町
二
丁
目
に
あ
り
ま

し
た
が
、
現
在
そ
の
跡
地
に
は
社
宅
が
立

ち
並
び
、
当
時
の
建
物
は
全
く
残
っ
て
い

ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
小
高
く
な
っ
て
い
た

敷
地
の
周
囲
、
ま
た
屋
敷
地
出
入
り
口
の

石
垣
に
当
時
そ
の
ま
ま
の
部
分
が
あ
り
、

こ
れ
が
わ
ず
か
に
残
さ
れ
た
鈴
木
邸
の
遺

構
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

と
こ
ろ
で
、
図
書
館
が
所
蔵
す
る
古
い

地
図
を
刊
行
年
順
に
見
く
ら
べ
る
と
、
鈴

木
邸
を
含
め
、
こ
の
あ
た
り
の
土
地
の
来

歴
を
た
ど
る
こ
と
が
で
き
、
興
味
深
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。
須
磨
と
い
え
ば
高
級
住

宅
街
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
と
お
り
多
数
の
お
屋
敷
が
存
在
し
て

い
ま
し
た
。 

          

明
治
二
十
一
年
に
山
陽
鉄
道
兵
庫
・
明

石
間
が
開
通
す
る
と
、
明
治
後
半
か
ら
須

磨
は
豪
商
な
ど
富
裕
層
の
屋
敷
町
と
し
て

開
発
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
明
治
三
十
一
年

版
の
二
万
分
の
一
地
図
で
は
田
畑
の
ほ
か

に
は
お
寺
と
神
社
、
昔
か
ら
の
小
さ
い
家

ば
か
り
で
す
が
、
大
正
十
二
年
版
以
降
の

一
万
分
の
一
地
図
で
は
、
一
帯
が
お
屋
敷

町
に
変
貌
し
て
い
る
の
を
確
認
で
き
ま
す
。 

鈴
木
邸
の
文
字
を
探
す
と
、
大
正
十
二

年
版
以
降
昭
和
五
年
版
ま
で
記
載
が
あ
り

ま
す
が
、
昭
和
十
年
版
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
母
屋
の
建
物
自
体
は
昭
和
十
年
版

に
も
描
か
れ
て
い
ま
す
が
、
次
の
昭
和
二

十
七
年
版
で
は
姿
を
消
し
、
代
わ
り
に
小

さ
な
建
物
が
数
多
く
描
か
れ
て
い
ま
す
。 

鈴
木
邸
の
南
と
西
に
は
溜
め
池
が
あ
り

ま
し
た
。
南
の
溜
め
池
は
昭
和
五
年
版
の

地
図
に
は
描
か
れ
て
い
ま
す
が
、
十
年
版

で
は
埋
め
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
西
側
の

池
は
現
在
住
宅
地
と
し
て
造
成
が
行
わ
れ

て
い
る
須
磨
高
等
学
校
跡
地
に
あ
た
り
ま

す
が
、
昭
和
二
十
七
年
版
ま
で
そ
の
存
在

が
確
認
で
き
ま
す
。
須
磨
高
等
学
校
は
昭

和
三
十
年
に
当
地
に
創
立
さ
れ
る
の
で
、

校
地
と
し
て
利
用
す
る
た
め
に
こ
の
池
が

埋
め
立
て
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

そ
し
て
こ
の
池
の
西
に
岡
崎
邸
、
北
に

川
崎
邸
の
文
字
が
み
え
ま
す
。
川
崎
邸
は

川
崎
正
蔵
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
重
化
学

工
業
・
製
鉄
・
汽
船
を
中
心
と
す
る
川
崎

財
閥
当
主
の
邸
宅
、
岡
崎
邸
は
山
崎
豊
子

『
華
麗
な
る
一
族
』
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た

岡
崎
財
閥
当
主
の
邸
宅
で
す
。
現
在
、
川

崎
邸
跡
地
は
聖
ヨ
ハ
ネ
修
道
院
な
ど
に
、

岡
崎
邸
の
敷
地
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
は
離
宮
公

園
の
植
物
園
と
な
っ
て
い
ま
す
。
岡
崎
邸

の
洋
館
は
阪
神
大
震
災
で
倒
壊
す
る
ま
で

現
地
に
残
っ
て
い
ま
し
た
。 

さ
ら
に
そ
の
西
ど
な
り
に
は
現
在
須
磨

離
宮
公
園
本
園
と
な
っ
て
い
る
武
庫
離
宮

の
広
大
な
敷
地
（
十
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
が

広
が
り
ま
す
。
こ
こ
が
離
宮
と
な
っ
た
の

は
大
正
時
代
で
、
そ
れ
以
前
は
大
谷
探
検

隊
や
二
楽
荘
で
有
名
な
大
谷
光
瑞
の
月
見

山
別
邸
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
も
そ
も
東
灘

区
岡
本
に
あ
っ
た
二
楽
荘
は
月
見
山
別
邸

が
離
宮
と
し
て
買
い
上
げ
ら
れ
た
代
わ
り

と
し
て
建
築
さ
れ
た
も
の
な
の
で
す
。 

山
寄
り
の
邸
宅
群
は
西
へ
さ
ら
に
小
曽

根
邸
、
須
磨
遊
園
地
・
須
磨
寺
を
は
さ
ん

で
川
西
邸
・
山
下
邸
と
続
き
ま
す
。
海
岸

寄
り
の
高
台
に
は
須
磨
関
址
の
隣
地
に
九

鬼
邸
、
そ
の
西
に
久
原
邸
・
藤
田
邸
の
文

字
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
一
万
分
の

一
の
地
図
に
名
前
が
載
る
ほ
ど
の
大
き
な

屋
敷
だ
け
で
も
こ
れ
だ
け
の
数
で
、
も
う

少
し
規
模
の
小
さ
な
屋
敷
は
そ
の
数
倍
を

数
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

図
書
館
二
階
ふ
る
さ
と
文
庫
で
下
調
べ

の
上
、
古
い
地
図
と
新
し
い
地
図
を
対
照

し
な
が
ら
、
現
存
す
る
お
屋
敷
、
失
わ
れ

て
し
ま
っ
た
お
屋
敷
の
跡
を
訪
ね
て
の
須

磨
散
策
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 
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